
許　可　番　号  大臣・知事　　　第　０１２３４５　　号 № 1

商号又は名称 株式会社　　大分建設工業

（建設工事の種類） とび・土工・コンクリート　　工事

完成工事内訳書  (その２） 　　　自 令和　2 年  1 月  1 日　

　　　至 令和  2 年 12 月 31 日

番号 注　　文　　者
元請
下請
区分

工　　事　　名
工事場所のあ
る都道府県名
（市町村名）

配置技術者名

請負代金の額
うち（　法面処理　）

着　　工　　年　　月 下  請  発  注  状  況 施工体
制台帳
（写）
提出

ＣＯＲＩＮＳ
登　録

備　　考
完成又は完成予定年月 業　者　名 発注金額（千円）

（千円：税抜）

1 別府建設（株）
一次
下請

災国河第○○号
災害復旧工事
（土工事）

大分県
○○市

○○　○○

[　　　　　　　　　] 令和  1年  9月 ① ○○建設(株) 1,100

4,900 ② ○○組 1,000

令和  1年 10月（　　　　　　 　　　） 全体 　　　　　　　　　３　件 2,300

2 国東工業（有）
二次
下請

県道○○線道路改良工事
（法面処理工事）

大分県
○○市

○○　○○

[　　　　　　　　　] 令和  1年 11月 ①

4,800 ② なし

令和  1年 12月（　　4,800　　） 全体 　　　　　　　　　　　件

3 （株）大分組
一次
下請

○○店外構工事
（土工事）

大分県
○○市

○○　○○

[　　　　　　　　　] 令和  1年 10月 ①

1,200 ② なし

令和  1年 11月（　　　　　　 　　　） 全体 　　　　　　　　　　　件

4 ○○　○○ 元請 ○○邸基礎工事
大分県
○○市

○○　○○

[　　　　　　　　　] 令和  1年 11月 ①

1,500 ② なし

令和  1年 11月（　　　　　　 　　　） 全体 　　　　　　　　　　　件

5 ○○　○○ 元請 ○○住宅足場敷設工事
大分県
○○市

○○　○○

[　　　　　　　　　] 平成 31年  1月 ①

700 ② なし

平成 31年  1月（　　　　　　 　　　） 全体 　　　　　　　　　　　件

元請 少額工事（○○）件 ○○　○○

[　　　　　　　　　] 平成 31年  1月 ① ○○工務店 300

300

2,600 ②

令和  1年 12月（　　　　　　 　　　） 全体 　　　　　　　　　１　件

下請 少額工事（○○）件 ○○　○○

[　　　　　　　　　] 平成 31年  1月 ① ○○建設（有） 240

600

1,000 ② ○○組 150

令和  1年 12月（　　　　　　 　　　） 全体 　　　　　　　　　４　件

民間計

[　　　　　　　　　] 平成   年   月 ①

16,700 ②

平成   年   月（　　　　　　 　　　） 全体 　　　　　　　　　　　件

下請発注金額　　計 3,200

公共工事計

ア

民間工事　計

イ うち元請工事　ウ

合　　計

ア＋イ

(                       )  （　　　　4,800　　　　）  （　　　　   0 　　　　）  （　　　　4,800　　　　）  （　　　　0    　　　　）

うち元請工事　ア＋ウ

0 16,700 4,800 16,700 4,800

土木・建築一式工事を除き、５００万円未満の工
事については配置技術者ごとに元請・下請別に
合算して記入してよい。（一式工事は除く）

土木・建築一式工事を除き、
公共、民間それぞれ『５００万
円』以上の工事が５件に満た
ないときは、『５００万円』未満
の工事も含めて金額の高い
方からそれぞれ最低５件は
記入すること。なお、『５００万
円』以上の工事は全て記入
すること。

下請発注状況欄については、
工事の種類ごとに記載した下
請発注金額の合計額が完成
工事原価報告書の外注額
（労務外注費に計上されてい
る場合は、外注費と労務外注
費の合算額）と一致するよう
にもれなく記載すること。

下請発注した金額の大きい方から
２件まで記入し、外注費の総件数と
総額を記入。

下請工事の場合、何次下請
であるかを記入。

下段の（ ）内は法面工事の金額を記入。
※とび・土工工事の場合

下段（ ）内は法面工事の金額を
記入。（とび・土工工事の場合）


